
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
初
代
曲
直
瀬
道
三
（
一
五

○
七
’
九
四
）
が
生
誕
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
は
四
八
○
年
目
に
当
た
る
。

そ
れ
を
記
念
し
、
供
養
す
る
「
曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
」
が
、
九
月

十
三
日
午
前
九
時
よ
り
今
大
路
家
菩
提
寺
で
あ
る
渋
谷
区
広
尾
の
祥
雲
寺
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

本
行
事
は
日
本
医
史
学
会
・
日
本
東
洋
医
学
会
・
東
亜
医
学
協
会
・
北
里

研
究
所
東
医
研
医
史
学
研
究
室
が
主
催
団
体
、
東
洋
医
学
研
究
財
団
・
温
知

会
が
協
賛
団
体
と
し
て
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

奇
し
く
も
、
同
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
二
代
目
道
三
こ
と
曲
直
瀬
玄
朔
の
高

弟
・
岡
本
玄
冶
が
生
誕
四
○
○
年
に
当
た
る
こ
と
も
杉
立
義
一
会
員
よ
り
教

示
さ
れ
た
の
で
、
併
せ
て
岡
本
玄
冶
の
追
悼
も
行
わ
れ
た
。

法
要
の
あ
と
、
大
塚
恭
男
氏
の
開
会
の
辞
で
次
の
四
氏
に
よ
る
追
悼
講
演

が
催
さ
れ
た
。

一
、
慶
大
所
蔵
の
道
三
文
書
に
つ
い
て

慶
応
大
学
教
授
高
橋
正
彦

二
、
岡
本
玄
冶
の
肖
像
と
そ
の
周
辺

日
本
医
史
学
会
理
事
杉
立
義
一

三
、
北
村
宗
龍
を
め
ぐ
る
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
関
係
の
資
料

一
学
会
行
事
一

曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
報
告
記

土
屋
伊
礎
雄

野
蔵
神
社
・
三
上
神
社
宮
司
大
谷
雅
彦

四
、
今
大
路
・
曲
直
瀬
家
々
系
一
覧

東
亜
医
学
協
会
理
事
長
矢
数
道
明

古
文
書
学
の
権
威
・
高
橋
正
彦
氏
は
、
慶
大
に
所
蔵
さ
れ
る
一
○
六
巻
と

い
う
尼
大
な
曲
直
瀬
家
文
書
の
中
か
ら
、
道
三
の
自
筆
書
状
、
輪
旨
・
口
宣

案
、
二
代
玄
朔
門
下
誓
詞
な
ど
を
中
心
に
講
演
。
ち
な
承
に
こ
れ
ら
の
文
書

は
一
四
九
巻
よ
り
成
り
、
道
三
嫡
流
の
所
蔵
で
あ
っ
た
の
が
藤
浪
剛
一
博
士

の
手
に
渡
り
、
そ
の
大
半
が
慶
大
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

講
演
に
あ
た
り
道
三
死
去
前
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
自
筆
書
状
コ
ピ
ー

が
聴
講
者
に
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
道
三
自
身
が
八
十
七
歳
に
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
っ
た
。

高
橋
氏
の
講
演
で
目
を
ひ
い
た
の
は
、
道
三
が
自
ら
「
曲
直
瀬
」
を
改

め
、
「
真
瀬
」
と
し
た
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
曲
直
瀬
か
ら
真
瀬
へ
の
改
名

の
時
期
、
ま
た
い
つ
曲
直
瀬
に
戻
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「
曲
」
は

ま
が
る
、
ま
げ
る
と
読
巍
、
け
っ
し
て
良
字
で
は
な
い
た
め
に
「
真
瀬
」
と

改
名
し
た
の
で
は
な
い
か
と
同
氏
は
推
測
さ
れ
た
。

玄
朔
門
人
の
誓
詞
は
、
実
は
玄
朔
一
代
に
止
ま
ら
ず
、
五
代
道
三
玄
淵
に

ま
で
及
ぶ
も
の
で
、
七
○
○
余
名
の
門
人
の
生
国
、
入
門
年
月
日
ま
で
明
瞭

に
記
さ
れ
て
お
り
、
曲
直
瀬
家
一
門
の
門
人
の
全
国
分
布
や
入
門
時
期
を
知

る
上
に
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
面
白
い
の
は
誓
詞
の
は
じ
め
に
「
当
門
下

元
法
則
」
と
記
し
て
、
十
七
箇
条
に
わ
た
る
門
下
の
遵
守
す
べ
き
条
項
が
列

記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
他
医
の
悪
口
を
言
う
な
と

か
、
女
性
の
患
者
の
脈
を
診
る
と
き
に
淫
ら
な
気
持
を
起
こ
す
な
、
な
ど
と

い
っ
た
こ
と
で
、
今
日
の
医
師
に
も
遵
守
し
て
も
ら
い
た
い
条
項
を
紹
介
し
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追悼講演をす~る杉立義一会員広尾の祥雲寺で行われた法要

て
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

『
医
心
方
』
の
研
究
家
と

し
て
知
ら
れ
る
杉
立
義
一
氏

は
、
淀
藩
々
医
・
竹
岡
家
に

伝
来
す
る
岡
本
玄
冶
画
像
と

玄
朔
賛
の
神
農
像
を
ポ
イ
ン

ト
に
、
竹
岡
家
歴
代
に
触
れ

た
。
岡
本
玄
冶
の
肖
像
現
物

は
非
常
に
珍
し
く
、
当
日
出

席
さ
れ
た
岡
本
玄
冶
の
御
子

孫
・
岡
本
宰
臣
夫
妻
も
感
無

量
の
面
持
ち
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
つ
け
て
も
杉
立
氏
の
綿

密
な
調
査
に
は
敬
服
さ
せ
ら

れ
る
。神

官
で
、
滋
賀
県
野
州
町

の
郷
土
史
家
と
し
て
活
躍
中

の
大
谷
雅
彦
氏
は
、
道
三
・

玄
朔
の
門
人
で
あ
っ
た
北
村

宗
龍
に
つ
い
て
報
告
。
宗
龍

は
大
谷
氏
と
同
郷
の
野
州
町

出
身
の
医
家
兼
連
歌
宗
匠

で
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初

頭
の
九
十
二
年
間
を
生
き
抜

い
た
人
物
で
あ
る
。
北
村
家
に
は
道
三
・
玄
朔
の
書
状
が
多
く
伝
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
わ
が
国
最
初
の
医
学
塾
啓
迪
院
の
夏
期
講
座
へ
、
副
学
長

格
の
玄
朔
が
、
宗
龍
に
出
席
を
報
じ
た
書
状
が
あ
り
、
宗
龍
に
開
講
日
よ
り

一
日
余
裕
を
も
た
せ
た
上
京
を
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
講
義
は
、
玄
朔
筆
頭

門
下
生
・
岡
本
玄
冶
に
代
講
さ
せ
る
と
付
記
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
、
当
時

の
医
学
塾
の
運
営
の
一
端
を
知
り
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

宗
龍
と
道
三
の
往
復
書
簡
も
珍
重
で
、
宗
龍
が
毛
利
元
康
の
乳
児
を
自
宅

で
預
か
り
、
治
療
に
当
た
っ
た
が
病
状
好
転
せ
ず
、
師
道
三
に
療
法
の
教
え

を
乞
う
て
い
る
。
道
三
は
施
療
方
法
を
教
え
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
宗
龍

の
書
状
に
も
細
字
で
添
削
し
て
い
る
あ
た
り
が
道
三
の
性
格
が
伺
わ
れ
て
興

味
を
引
い
た
。

曲
直
瀬
道
三
お
よ
び
そ
の
学
統
の
研
究
で
文
学
博
士
号
を
受
領
し
た
こ
と

で
著
名
な
矢
数
道
明
氏
は
、
今
大
路
家
・
曲
直
瀬
家
の
家
系
一
覧
を
詳
細
絨

密
に
解
説
し
た
。
今
回
は
小
曽
戸
洋
氏
が
調
査
し
た
養
安
院
家
（
曲
直
瀬
正

淋
）
、
玄
朔
の
高
弟
・
井
上
玄
徹
の
墓
碑
な
ど
の
話
を
付
け
加
え
、
ま
た
た

く
問
に
予
定
の
講
演
時
間
が
超
過
し
て
し
ま
う
熱
気
で
あ
っ
た
。

日
本
医
史
学
会
の
宗
田
一
常
務
理
事
の
閉
会
の
辞
の
後
、
境
内
の
曲
直
瀬

玄
朔
以
下
歴
代
お
よ
び
井
上
玄
徹
一
族
の
墓
参
を
し
て
、
午
後
か
ら
は
初
秋

の
都
下
を
零
ハ
ス
二
台
で
、
ま
ず
江
戸
医
学
館
の
リ
ー
ダ
ー
・
多
紀
家
ゆ
か
り

の
城
官
寺
に
向
か
い
、
多
紀
元
簡
、
元
堅
と
一
族
の
墓
参
。
次
い
で
谷
中
霊

園
に
浅
田
宗
伯
ら
明
治
初
期
の
漢
方
名
医
を
墓
参
。
最
後
に
向
島
常
泉
寺

に
、
我
が
国
唯
一
の
張
仲
景
碑
を
拝
覧
し
、
有
意
義
な
一
日
を
終
了
し
た
の

で
あ
っ
た
。

（
曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
事
務
局
担
当
）
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